




　大学の存在意義は何か。もちろん、揺るぎない柱としての大学の存在意義は人材育

成でありましょう。入学した学生の勉学意欲に応え、学生を取り巻く周囲の期待も満

たすことでしょう。しかし、冒頭の問いへの解答の難しさの一つの理由は、ひと昔前に

比べ、大学に対する価値観がかなり変化してきたことにあります。かつての、教育研究

の場、幅広い知識と高度の専門性、長期の課題に挑戦するところといった印象が揺ら

ぎ、短・中期的な社会貢献、研究成果の社会への確実な還元といったことが課せられる

ようになってきている事実があります。加えて新たな取り組みとして、社会・地域への

積極的なアプローチ、地域産業の創出・振興までも期待されているのです。

　こうした中、本学の目指すところの拠り所は理科大の建学精神「理学の普及を以て

国運発展の基礎とする」、いわゆる実学主義にあります。これを受けた本学の理念・目

標等はＨＰや大学案内に明示してあり、アドミッションポリシー、カリキュラムポリ

シー、ディプロマポリシーに反映しています。さらに、「ＳＯＣＵ　Ｗａｙ（本学の進む

べき道）」として明瞭に掲げてあり、“教育と研究の成果としての社会・地域貢献と人材

育成”を本学の行動基準としているのです。その結果として、本学が永年、標榜してき

た育成すべき人材が「地域産業界や地域社会で活躍できる人材」となったのです。本学

は既に５０００人近いこうした人材を社会に送り出して来ましたが、その教育と研究

の過程で多くの地域関連活動、社会貢献活動を行い、成果を上げて参りました。今回、

その一端を本レポートにてご紹介させて頂きますことは本学関係者一同の喜びであ

ります。まさに前述した社会や時代の要請を先取りしてきた大学ということができま

す。

　さらに、本学の創立を振り返りましても、地元の県や市の自治体とものづくりを中

心とした産業界、東京理科大学の三位一体の想いが形となって、１９８７年に公私協

力方式でスタートしております。当初の工学系短大から４年制大学に移行したのが１

９９５年、さらに公立化したのが２０１６年です。大学の設立からして本学は地域と

の強い繋がりがあり、教育、研究面での地元との連携を礎として参りました。昨今、文

部科学省が盛んに主導している大学は地域の知の拠点であるべきという考え方も、本

学においては既に誕生時から背中に背負ってきたものです。これからもその思いは微

塵も変わることなく、本学はまさしく、地域立大学として未来に向かって前進してま

いります。本学が山陽小野田市の教育機関の中心にいることから、小・中・大・社会人の

連携教育に携わることを既に、市長と市教育委員会に認めていただきました。本年は

さらに内容を広げ、幼児からの小・中・高・大・壮および高齢者の一生に亘る教育連携を

展開したいと考えます。緑の中でキラリと光る研究学園都市・山陽小野田を市民全体

の心の中に造り上げ、市民が心からふるさとと考える山陽小野田市に成長させたいと

思います。
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2020年12月 20日(日)

第1回山口県災害薬事コーディネーター研修会が開催され、本学薬学部教員の

惠谷誠司教授と相良英憲准教授が座学や演習で講師を務めました。 

二人の教員は、研修内容の決定段階から山口県庁薬務課・山口県薬剤師会に協

力する形で携わっており、受講を終えた24名の薬剤師が県内初の災害薬事コー

ディネーターとして認定されました。さらに、山口県災害時医薬品等供給マニュ

アルの改訂にも協力予定です。
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2020年 7月 6日(火)
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